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ホームページのご案内
県議会のあらまし、議員名簿、本

会議と委員会の日程等、各種（請願
・陳情等）手続きの案内、会議録等
を掲載しています。
インターネットで本会議、予算・

決算特別委員会の生中継、録画画像
をご覧になれます。
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発議 １件
○弔詞（寛仁親王殿下逝去に際し）

決議 ２件
○「いのちを守る森の防潮堤」実現に向

けた決議

○第32回オリンピック競技大会及び第16

回パラリンピック競技大会の東京招致

に関する決議

可決した意見書 13件
○災害救助法に基づく住宅の応急修理制

度の受付再開を求める意見書

○被災地の地域医療再生のため医学部新

設を求める意見書

○事業復興型雇用創出事業の改善を求め

る意見書

○中小企業等グループ施設等復旧整備補

助事業の継続を求める意見書

○東日本大震災により被災した被保険者

等の医療費一部負担金免除措置の継続

を求める意見書

○東日本大震災被災者の介護保険利用者

負担の減免措置に対する財政支援の延

長及び食費・居住費の減免措置に対す

る財政支援を求める意見書

○地方財政の充実・強化を求める意見書

○「防災・減災ニューディール」による

社会基盤再構築を求める意見書

○心理職の国家資格化の創設を早期に求

める意見書

○再生可能エネルギーの導入促進に向け

た環境整備を求める意見書

○「コケイン症候群」の難治性疾患克服

研究事業臨床調査研究分野対象疾患及

び小児慢性特定疾患治療研究事業の対

象疾患への指定を求める意見書

○外国資本等による土地売買等に関する

法整備を求める意見書

○我が国固有の領土である尖閣諸島を守

るための法整備を求める意見書

可決・同意した
知事提出議案 35件

○平成24年度一般会計補正予算

○工事請負契約（荒浜漁港導流堤災害復

旧工事）の締結について など

採択した請願 ２件
○子どもたちと妊産婦を放射能から守る

ための体制の確立を求めることについ

て

○東日本大震災被災者の介護保険利用者

負担減額・免除認定証の継続に関する

意見書の提出を求めることについて

付帯意見 １件
○平成24年度一般会計補正予算

中小企業等復旧・復興支援事業費につ

いては、中小企業復興のため、応募に

こたえられるよう、予算の確保に全力

で努められたい。

婚婚婚婚婚婚 ５月臨時会 婚婚婚婚婚婚

可決・承認した
知事提出議案 6件

○工事委託契約［災害廃棄物処理施設建

設工事などを含む災害廃棄物処理業務

（気仙沼地区・気仙沼市）］の締結に

ついて など

第
３
３
７
回
宮
城
県
議
会
（
６
月
定
例
会
）
は
、
平

成

年
６
月

日
か
ら
７
月
６
日
ま
で

日
間
の
会
期

で
開
催
し
た
。
総
額
７
５
７
億
円
を
増
額
す
る
平
成

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど

議
案
を
原
案
通
り

可
決
し
た
。
「
い
の
ち
を
守
る
森
の
防
潮
堤
」
構
想
の

実
現
推
進
と
、
２
０
２
０
年
夏
季
五
輪
の
東
京
招
致
を

支
援
す
る
決
議
２
件
も
可
決
し
た
。
一
般
質
問
で
は
、

災
害
廃
棄
物
の
処
理
や
防
潮
堤
の
整
備
、
放
射
能
汚
染

に
よ
る
風
評
被
害
対
策
と
い
っ
た
課
題
に
つ
い
て
議
論

を
交
わ
し
た
。

議長記者会見

定例会閉会日、中村

功議長が記者会見を行

った。

６月定例会を振り返

り「復興交付金の第２

回配分が行われた事に

よる補正予算関係議案

の可決により、復興事

業が着実に実施される

ことになる。この事業

が、県民にとっての希

望となることを願って

いる。これらの復興事

業が加速的に実施され

るよう、議会としてさ

まざまな角度から努力

していく」と述べた。

東日本大震災に関連

する議会活動について

報告したほか、災害廃

棄物の広域処理に対す

る宮城県議会の見解に

ついて議長声明を発表

した。
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県議会からのお知らせ

●ラウンジコンサート

県議会では、年４回の定例会開会日に「ラウンジコンサート」を開

催しています。入場は自由です。ぜひご来場下さい。

次回の開催予定は次のとおりです。

・日時／平成24年９月11日（火）午後０時15～45分

・場所／県議会庁舎１階ラウンジ

・出演／仙台アイリッシュハープアンサンブル

・曲目／グリーンスリーブス ほか

●傍聴のご案内

本会議、各委員会は手続きの上、自由に傍聴できます。

お問い合わせ先 宮城県議会事務局総務課 290222113571

ご意見・ご感想

紙面へのご意見・ご感想をお寄せください。

宮城県議会事務局政務調査課

〒980228570 仙台市青葉区本町３丁目８番１号

290222113592 宰0222113598

Ｅメール
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全議員で構成する東日

本大震災復旧・復興対策

調査特別委員会は５月

日、宮城復興局との初

の意見交換会を開いた。

復興に向けたさまざま

な課題に対して意見を

交わし、共通理解を深め

た。

県議会側は特別委の理

事や５専門部会長ら22

人、復興局からは郡和子

復興大臣政務官ら８人が

出席した。被災事業者の

二重ローン対策や事業復

興型雇用創出事業の運

用、高台への集団移転に

伴う自治体支援などにつ

いて議論。グループ補助

金に関しては「事業を希

望している企業が多い、

予算総額を増やして対応

すべきだ」、放射能汚染

による風評被害対策に関

しては、「訴訟になれば

時間と費用がかかる。中

間指針の項目を追加して

ほしい」など、被災地の

意見や要望を率直に伝え

た。

宮城復興局と初の意見交換会
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常任委員会

予算特別委員会
６月29日、委員11人による総括質疑を

行った。その後、各分科会での審査を経

て、平成24年度宮城県一般会計補正予算

などを可決した。

総括質疑者 畠山和純、村上智行、本

木忠一、中島源陽（自由民主党・県民会

議）菅間進（改革みやぎ）本多祐一朗（社

民党県議団）庄子賢一（公明党県議団）

三浦一敏（日本共産党宮城県会議員団）

境恒春（みんなの党）吉川寛康（21世紀

クラブ）齋藤正美（最速復興県民の会）

平成24年２月定例会以降に行われた各

委員会の県内調査の概要と今定例会での

主な審査議案は次の通り。

●総務企画委員会

調査先 山元町役場、岩沼市役所

調査事項 震災後の人的・財政的状

況、復興事業の現状と課題

審査議案 宮城県県税条例の一部を改

正する条例など５議案と請願１件

●環境生活農林水産委員会

調査先 災害廃棄物２次仮置き場（石

巻市、岩沼市）

調査項目 災害廃棄物の処理状況など

審査議案 工事請負契約の締結につい

て（気仙沼漁港桟橋等災害復旧工事）な

ど15議案

●保健福祉委員会

審査議案 請願２件

●経済商工観光委員会

調査先 大崎市（七日町商店街、みや

ぎ大崎観光公社など）石巻市（水産加工

団地、中心市街地商店街、石巻商工会議

所など）

調査項目 各地域の被害状況、復旧・

復興状況、復興に向けた取り組みなど

審査議案 和解および損害賠償額の決

定の議案１件

●建設企業委員会

調査先 白石市（仙南・仙塩広域水道

事務所）仙台市宮城野区（仙台港国際

ビジネスサポートセンターなど）仙台

市泉区（将監ニュータウン）気仙沼市（大

島架橋建設予定地、高台移転予定地な

ど）など

調査事項 県有施設の災害復旧状況な

ど

審査議案 宅地建物取引業法施行条例

の一部を改正する条例など９議案

●文教警察委員会

調査先 名取市（県農業高校、同校仮

設校舎）仙台市泉区（県立光明支援学校）

調査事項 県農業高校の被災状況、仮

設校舎の状況など

県
産
物
の
賠
償

早
期
に

原
発
事
故
の
風
評
被
害

処
分
場
確
保
国
に
協
力

汚
染
稲
わ
ら
の
処
理
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独
自
支
援
の
継
続
必
要

中
小
企
業
対
策

国
の
グ
ル
ー
プ
補
助
金
に

加
え
て
、
県
が
独
自
に
被
災

企
業
の
事
業
再
開
を
支
援
す

る
中
小
企
業
施
設
設
備
復
旧

支
援
事
業
に
つ
い
て
、
議
員

は
昨
年
度
の
交
付
実
績
を
聞

い
た
。

第
１
次
、
第
２
次
募
集

を
合
わ
せ
て
、
交
付
が
決

ま
っ
た
の
は
５
１
３
件
。
グ

ル
ー
プ
補
助
金
の
採
択
に

よ
る
辞
退
や
補
助
要
件
を

満
た
さ
な
い
な
ど
の
理
由

で
交
付
が
見
送
ら
れ
た
の

は

者
だ
っ
た
。
知
事
は
「
事

業
者
か
ら
の
補
助
要
望
に

は
お
お
む
ね
応
え
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
認
識
を
示
し

た
。議

員
は
、
こ
の
事
業
に
計

上
さ
れ
た
本
年
度
の
当
初

予
算
が
８
億
円
で
、
昨
年

度
よ
り
大
幅
に
減
少
し
た
こ

と
を
懸
念
。
「
こ
れ
か
ら
事

業
の
立
て
直
し
を
希
望
す
る

事
業
者
も
多
い
。
来
年
度
以

降
も
継
続
す
る
考
え
は
あ
る

か
」
と
県
の
方
針
を
た
だ
し

た
。知

事
は
「
県
内
中
小
製
造

業
者
の
復
旧
状
況
を
踏
ま

え
、
本
年
度
の
募
集
状
況
や

グ
ル
ー
プ
補
助
金
の
動
向
な

ど
を
勘
案
し
、
ほ
か
の
支
援

策
の
活
用
も
含
め
て
総
合
的

に
検
討
し
て
い
く
」
と
答
え

た
。

●
質
問
者

一
般
質
問
は
、
只
野
九
十

九
、
菊
地
恵
一
、
長
谷
川
洋

一
、
寺
澤
正
志
、
細
川
雄
一
、

川
嶋
保
美
、
渥
美
巖
、
相
沢

光
哉
、
今
野
隆
吉
（
自
由
民

主
党
・
県
民
会
議
）
内
海
太
、

す
ど
う
哲
、
坂
下
や
す
こ
（
改

革
み
や
ぎ
）
岩
渕
義
教
（
社

民
党
県
議
団
）
伊
藤
和
博
（
公

明
党
県
議
団
）
横
田
有
史
（
日

本
共
産
党
宮
城
県
会
議
員

団
）
吉
川
寛
康
（

世
紀
ク

ラ
ブ
）
の

人
。
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県
内
処
理
の
拡
大
推
進

災
害
廃
棄
物

東
日
本
大
震
災
で
発
生
し

た
災
害
廃
棄
物
の
処
理
を
め

ぐ
り
、
議
員
は
広
域
処
理
の

受
け
入
れ
先
が
広
が
ら
な
い

こ
と
を
懸
念
。
「
可
能
な
限

り
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
高
め

た
り
被
災
市
町
以
外
の
自

治
体
で
の
処
理
を
進
め
た
り

な
ど
し
、
県
内
処
理
の
拡
大

に
努
め
る
べ
き
だ
」
と
訴
え

た
。知

事
は
「
可
能
な
限
り
県

内
で
処
理
す
る
方
針
の
下
、

県
内
処
理
の
拡
大
に
取
り
組

ん
で
い
る
」
と
説
明
。
新
た

な
焼
却
灰
の
再
生
利
用
な

ど
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上

を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
中
間

処
理
施
設
や
最
終
処
分
場

な
ど
で
の
処
理
に
つ
い
て

は
、
「
内
陸
市
町
村
も
含

め
て
全
県
的
な
処
理
の
拡

大
に
向
け
た
連
携
・
調
整
を

行
っ
て
い
る
」
と
理
解
を
求

め
た
。

「
コ
ス
ト
面
も
考
え
れ
ば
、

処
理
の
完
了
時
期
が
遅
れ
た

と
し
て
も
県
内
処
理
を
進
め

る
べ
き
だ
」
と
い
う
意
見
に

対
し
て
は
、
「
被
災
地
の
方

々
の
思
い
や
復
興
計
画
へ
の

影
響
を
考
え
る
と
、
目
標
期

間
で
あ
る
平
成

年
３
月
ま

で
に
処
理
を
完
了
さ
せ
た

い
。
処
理
コ
ス
ト
も
考
慮
し
、

県
内
・
県
外
で
の
処
理
を

組
み
合
わ
せ
な
が
ら
全
力

で
取
り
組
む
」
と
理
解
を
求

め
た
。
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が
れ
き
を
防
潮
堤
整
備
に

活
用
す
る
「
い
の
ち
を
守
る

森
の
防
潮
堤
」
構
想
。
県
議

会
は
全
議
員
が
参
加
す
る
議

員
連
盟
を
組
織
し
、
整
備
を

推
進
し
て
い
る
。
議
員
は
、

被
災
自
治
体
や
一
部
企
業
が

森
の
防
潮
堤
の
概
念
を
生
か

す
取
り
組
み
を
始
め
、
国
も

理
解
を
示
し
つ
つ
あ
る
現
状

を
挙
げ
、
「
広
域
処
理
が
広

が
ら
な
い
中
で
、
が
れ
き
を

盛
土
の
基
盤
材
と
し
て
活
用

す
る
方
法
は
有
効
だ
。
本
県

こ
そ
が
積
極
的
に
整
備
す
べ

き
だ
」
と
訴
え
た
。

知
事
は
、
防
潮
堤
構
想
の

概
念
を
海
岸
防
災
林
や
防
災

緑
地
づ
く
り
に
取
り
入
れ
る

考
え
を
示
し
、
「
先
進
的
な

『
多
重
防
御
』
に
よ
る
防
災

対
策
を
考
え
て
い
る
。
こ
れ

を
『
宮
城
モ
デ
ル
』
と
し
て

発
信
し
て
い
く
」と
答
え
た
。

県
が
設
定
し
た
復
旧
す
る

防
潮
堤
の
高
さ
に
関
し
て
、

議
員
は
「
地
域
の
実
情
に
応

じ
て
柔
軟
に
対
応
す
べ
き

だ
」
と
指
摘
。
気
仙
沼
市
が

一
部
地
区
で
防
潮
堤
を
建
設

し
な
い
方
針
を
打
ち
出
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
知
事
は
「
背

後
地
に
家
な
ど
が
な
く
な
る

地
区
で
も
、
公
共
施
設
の
有

無
を
含
め
て
慎
重
に
判
断
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
の
認
識

を
示
し
た
。

訓
練
参
加
し

効
果
高
め
る

防
災
協
定

県
が
民
間
団
体
な
ど
と
締

結
し
て
い
る
防
災
協
定
に
関

し
、
議
員
は
東
日
本
大
震
災

に
お
け
る
協
定
の
効
果
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

知
事
は
、
震
災
発
生
時
に

自
治
体
や
民
間
企
業
な
ど
と

締
結
し
て
い
た
協
定

件
の

う
ち

件
の
関
係
団
体
か
ら

協
力
が
得
ら
れ
た
と
説
明
。

「
災
害
時
の
応
急
対
策
と
し

て
有
効
に
機
能
し
た
」
と
認

識
を
示
し
た
。

議
員
は
「
協
定
の
効
果
を

高
め
る
た
め
に
は
、
協
定
を

結
ん
で
い
る
団
体
の
防
災
訓

練
へ
の
参
加
が
必
要
だ
」
と

指
摘
。
知
事
は
「
６
月

日

の
総
合
防
災
訓
練
で
は
、
多

く
の
締
結
先
に
参
加
を
依
頼

し
、
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
各
社

な
ど

近
い
団
体
に
参
加
し

て
も
ら
っ
た
。
今
後
も
訓
練

を
通
じ
て
協
定
の
実
効
性
を

高
め
て
い
く
」
と
方
針
を
示

し
た
。
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地
域
と
連
携

安
全
再
構
築

学
校
の
危
機
管
理
体
制

震
災
時
の
学
校
の
危
機
管

理
体
制
に
関
し
て
、
議
員
は

「
津
波
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

未
整
備
で
、
食
料
、
水
、
毛

布
な
ど
の
備
蓄
が
な
か
っ
た

学
校
も
多
か
っ
た
」
と
指
摘

し
、
今
後
の
対
応
策
を
た
だ

し
た
。

教
育
長
は
「
危
機
管
理
体

制
と
い
う
点
で
改
善
す
べ
き

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
」
と
認
識

を
示
し
た
。

４
月
か
ら
全
て
の
公
立

学
校
に
配
置
し
た
防
災
主

任
に
つ
い
て
「
防
災
教
育
計

画
や
学
校
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
な
ど
に
関
す
る

研
修
を
実
施
し
た
。
秋
に
は

地
域
と
の
連
携
の
在
り
方
な

ど
に
関
す
る
地
区
別
研
修
を

計
画
し
て
い
る
」
と
説
明
し

た
。さ

ら
に
「
子
ど
も
た
ち
の

危
険
を
回
避
す
る
力
を
育
て

る
と
と
も
に
、
地
域
と
の
連

携
な
ど
を
含
め
た
安
全
管
理

体
制
の
再
構
築
が
で
き
る
よ

う
、
９
月
を
め
ど
に
『
（
仮

称
）
み
や
ぎ
学
校
安
全
基
本

指
針
』
を
策
定
し
、
市
町
村

や
各
学
校
に
提
示
す
る
」
と

方
針
を
示
し
た
。

森
の
防
潮
堤

整
備
を

防
災
設
備
の
復
旧多くの市民や企業、団体が参加し、緊急時の連携を確認した

総合防災訓練‖６月12日仙台市宮城野区

６
月
定
例
会
本
会
議

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ

る
農
林
水
産
物
、
観
光
業
の

風
評
被
害
へ
の
賠
償
を
め
ぐ

り
、
議
員
は
国
の
原
子
力
損

害
賠
償
紛
争
審
査
会
の
中
間

指
針
に
県
産
農
林
水
産
物
と

観
光
業
の
風
評
被
害
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
な
い
点
に
つ
い

て
県
の
見
解
を
た
だ
し
た
。

知
事
は
「
風
評
被
害
の
実

態
を
訴
え
続
け
て
き
た
が
、

い
ま
だ
に
追
加
の
実
態
調
査

も
行
わ
れ
ず
、
指
針
の
見
直

し
に
も
着
手
し
て
い
な
い
。

到
底
納
得
で
き
る
も
の
で
は

な
い
」
と
答
弁
。

指
針
に
盛
り
込
ま
れ
な
い

損
害
は
個
別
の
事
情
に
応
じ

て
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
る

場
合
に
賠
償
の
対
象
と
な
る

と
い
う
国
の
見
解
に
つ
い
て

は
、
「
損
害
の
個
別
立
証
を

個
々
の
県
民
や
事
業
者
に
強

い
る
も
の
で
あ
り
、
被
災
者

の
立
場
に
立
っ
た
姿
勢
と
は

言
え
ず
、
極
め
て
遺
憾
だ
」

と
批
判
し
た
。

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ

っ
て
汚
染
さ
れ
た
稲
わ
ら
に

つ
い
て
、
議
員
は
処
分
が
進

ま
な
い
状
況
に
対
す
る
県
の

対
応
を
た
だ
し
た
。

放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特

措
法
で
は
、
汚
染
稲
わ
ら
は

既
存
の
焼
却
施
設
で
処
理
す

る
こ
と
が
基
本
方
針
と
な
っ

て
い
る
が
、
健
康
へ
の
影
響

に
対
す
る
不
安
や
風
評
被
害

へ
の
懸
念
が
あ
り
、
住
民
の

理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
１
㌔
㌘
当
た
り
８
０

０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下
の
稲
わ

ら
や
牧
草
は
生
産
し
た
圃
場

に
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
農
家
の
心
情
に
配
慮
し

て
返
還
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ

て
い
な
い
。

農
林
水
産
部
長
は
「
稲
わ

ら
な
ど
に
は
基
準
を
超
え

る
指
定
廃
棄
物
と
基
準
以

下
の
も
の
が
混
在
し
て
お

り
、
区
分
す
る
こ
と
は
困
難

だ
。
基
準
以
下
の
も
の
に

つ
い
て
も
指
定
廃
棄
物
と

し
て
同
様
に
処
理
す
る
よ

う
、
国
に
対
し
て
引
き
続

き
要
請
し
て
い
く
」
と
説

明
し
た
。

指
定
廃
棄
物
に
関
し
て

は
、
国
が
今
後
３
年
間
を
め

ど
に
最
終
処
分
す
る
方
針
を

示
し
て
い
る
。
議
員
は
最
終

処
分
場
の
確
保
に
対
す
る
県

の
対
応
を
尋
ね
た
。

知
事
は
「
国
が
進
め
る
最

終
処
分
場
の
確
保
に
向
け
た

作
業
へ
の
協
力
要
請
が
あ

っ
た
。
県
と
し
て
は
、
で
き

る
範
囲
の
協
力
は
す
る
が
、

国
が
主
体
的
に
前
面
に
立
っ

て
住
民
に
理
解
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
処
理
を
進
め
て
ほ

し
い
と
強
く
要
請
し
た
」
と

答
え
た
。

平成２４年( 年)８月５日(日曜日) (３２)平成２４年( 年)８月５日(日曜日) (３２)


